
 

＜概要＞
  遺伝子は様々な形質を親から子供に伝える物質で、遺伝形質は遺伝子中のDNAに情報化されて

いる。DNAは４種のデオキシリボヌクレオチドで形成された２重鎖状高分子である。３つのヌク
レオチドの組み合わせで１種類のアミノ酸を規定し、その組み合わせで生命の基盤となるタンパ
ク質を生成する。 この遺伝形質の情報化システムが放射線によってどのように攻撃（ヒット）さ
れるかによって放射線障害が決まる。

＜更新年月＞ 
2004年02月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
 １ DNA
  DNA、即ちデオキシリボ核酸（deoxyribonucleic acid）は遺伝情報（遺伝子暗号）を担う二重鎖

の酸性高分子でタンパク質と結合して染色体を構成する。DNAの化学構造は（1）４種の塩基、ア
デニン（Ａ）、チミン（Ｔ）、グアニン（Ｇ）、シトシン（Ｃ）に糖（デオキシリボーズ）とリ
ン酸の結合した４種のデオキシリボヌクレオチドのみによって構成されている。（2）４種のデオ
キシリボヌクレオチドの重合した二本の鎖はＡ−Ｔ，Ｇ−Ｃ間の相補的水素結合でラセン構造を形
成している（図１）。遺伝情報はＡ、Ｔ、Ｇ、Ｃの直線的配列によって書き込まれており、アミ
ノ酸は３つの塩基の配列によって指定される。この３連符配列をコドンと呼ぶ（表１）。また二
重鎖中の塩基間の水素結合はＡ−Ｔ、Ｇ−Ｃの組み合わせのみで形成されるために片方の鎖は他方
の鋳型になることができる。これによって自己複製やＲＮＡへの遺伝情報の転写を正確に行って
いる。

  
２ 遺伝子

  遺伝子は遺伝形質を規定する因子であるが、分子レベルではDNA分子の長軸に沿って配列する
塩基対の数でその大きさが表現される。つまり、遺伝子は細胞に必要な個々のタンパク質を構成
するアミノ酸の配列、すなわちDNA分子でいえばコドンの配列として遺伝情報を保持しているの
で、合成すべきタンパク質の大きさによって必要な遺伝情報、すなわち塩基対の長さで表わされ
るDNA分子の長さも異なる。これがDNA分子から見た遺伝子の最小単位である。ところが、遺伝
学でいう遺伝子は個体の遺伝形質を表現するのに必要な因子の総称である。形質の発現にはそれ
に関連する酵素タンパク質がいくつもあって、それが一連の合成と反応を達成して遺伝形質の機
能が完成する。そのためには、関連するタンパク質の遺伝情報が２重、３重に必要で、互いに関
連して働いてはじめて遺伝子が意味を持つ。したがって、DNAと遺伝子の関係は機能的な階層構
造になる（図２）。DNAにはこのような遺伝情報領域がそれを構成する塩基対数によりいろいろ
なサイズとなって、DNAの長軸上に並ぶ。しかし、実際には有益な情報領域（エキソン）と無益
な情報領域（イントロン）が互い違いに存在することである。これらの有益な情報領域だけが遺
伝子とよばれる。遺伝子領域にはタンパク質の合成情報ばかりでなく、タンパク質の合成を制御
する情報域も傍に存在する。遺伝子はこのように階層的な構造によって情報の発現が制御されて
いるが、もう一つ大切な概念は遺伝子は長大なDNA分子の長軸に沿って直線的に配列しているこ
とである。この概念はDNAの２重鎖構造とともに放射線障害を考える上に重要な意味をもってい
る。
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